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開発過程で実験動物 を対象として,一 般毒性 ・遺
伝毒性 ・生殖毒性試験などが実施 され,さ らに臨
床試験 を実施することで,人 に対す る有害作用 ・
副作用に至るまで詳細な検討が行われてから,上
市 され る。一方,医 薬品以外の化学物質について
は,毒性の検討は必須ではない。 さらに,新 たな













も述べ られた。 さらに,そ の原因の1つ として,
内分泌撹乱化学物質(い わゆる"環境ホルモ ン")














は,永 年にわたって同 じ年代の男性の精液検査 を
し続けるとい う地味な仕事が必要である。本分野
ではデンマークの結果がよく引用 され るが,彼 の
地では20歳の徴兵検査時に精液検査が一般健康
診断の一部として組み込まれているとのことであ







孫をつ くる過程であり,そ こに何 らかの異変が起
こるとその種の存続に直接影響する。 このように,
生殖過程に及ぼす影響を検討することは重要なの
で,毒 性試験のなかには 「生殖毒性」 という項 目
が存在 している。そこでは,受 精,性 周期,受 胎
能,分 娩の異常,産 仔の形態異常などの機能異常




一方,生 殖 はもちろん,雌 だけでは成立せず,
雄の生殖能に関する検討もすべ きであるとの議論
が30年ほ ど前か らお こり,成 獣曝露による精子
形成能や精子受胎能への影響が検討項 目に選ばれ
るようになった。 しかし,次世代影響に関 しては,










前任校在勤中の自験例では,不 妊外来 を受診 し
た患者 さんに,服 薬歴を尋ねたところ,一 例目は
クローン病 に対す るスルファサラジンを服用中,
二例 目は受診10年前に胃がんの手術 を受け,現
在,5-FU服 用中という例 があった。 この2薬
はともに,精 子性状を悪化させることが添付文書
またはインタビューフォーム(IF)に記載 されて
いるが,主 治医にま現病治療 を優先 して投薬 したも
のである。ともに主治医 と連絡をとったが,前 者











雄 ラットを繁殖 に用いるとその産仔が減少す ると
いう記載があるが,添 付文書には記載 されていな




化学物質等の健康影響 に関 して,過 去20年間
程を顧みた場合,デ ィーゼル排ガス,内 分泌かく
乱化学物質(環 境 ホルモン),PM2.5(微少粒子
状物質)などが大 きな社会問題 となって きた。我々
は,こ れらの物質の影響に対 してその初期から研














その子は将来的に “肥満 ”“糖尿病 ”“高血圧 ”な
どの発症 リスクが高 くなるとい う報告がある。 さ
らに,高 齢父親の子は母親の年齢に係わらず,自
閉症 リスクが上昇するという報告 もある。






の2段 階 を経 て発症 す る。」 とい う 「DOHaD
(DevelopmentalOriginsofHealthand
Disease)」学説と呼ばれるようになっている。 こ







り人に何 らかの影響が生 じるが,そ の詳細な機序
や正 しい評価方法はまだわからないというのが実
情である。
本稿が,診 療上,化 学物質に曝露 される可能性
が高い歯科医師の皆様 に対 して何 らかの情報提供
になれば幸いである。
本論文の要旨は第60回奥羽大学歯学会(平成27年11月
14日郡山市)特別講演において発表した。
